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１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
五
十
五
回
中
央
教
化
研
究
会
議

令
和
四
年
九
月
七
日

W
eb

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催

テ 

ー 

マ　

�

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～
日
蓮
宗
を
未
来
か
ら
構
想

す
る
～

参 

加 

者　

一
〇
一
名

開
催
趣
旨
（
開
催
要
綱
原
文
の
ま
ま
）　　

　

最
近
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま

す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
新
た
な
思
想
・
技
術
を
取

り
入
れ
て
、
新
た
な
視
点
や
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
で
す
。

「
よ
り
よ
く
変
化
し
続
け
る
」
こ
と
は
日
本
仏
教
が
危
急

存
亡
の
秋
に
あ
る
今
、
日
蓮
宗
教
師
一
人
一
人
に
と
っ
て

重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
宗
祖
の
末
弟
と
し

て
、
教
義
と
信
仰
に
基
づ
い
た
伝
統
を
保
ち
な
が
ら
、
日

本
社
会
の
変
化
に
対
応
を
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
二
年
度
の
宗
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、「
檀
家
数
が
減

少
し
た
」
と
回
答
し
た
寺
院
は
五
十
七
・
一
％
に
及
び
、

こ
れ
は
前
回
調
査
（
平
成
二
十
四
年
）
に
比
べ
て
、
二
十

％
強
増
加
し
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
、
ま
た
家
族
制
度
に

対
す
る
意
識
の
変
化
な
ど
か
ら
、
檀
家
数
減
少
が
加
速
し

て
い
く
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
ま
た
寺
院
の
後
継
者
の
有

無
に
対
し
て
「
後
継
者
が
い
る
」
寺
院
は
過
去
の
宗
勢
調

査
か
ら
漸
減
し
て
今
回
は
五
十
四
・
八
％
、「
後
継
者
が

い
な
い
」
と
答
え
た
寺
院
は
過
去
三
回
の
調
査
か
ら
徐
々

に
増
加
し
、
四
十
三
・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

教
師
を
年
齢
別
に
見
る
と
、
二
十
代
、
三
十
代
の
教
師
が

全
体
に
占
め
る
割
合
は
約
十
七
％
に
過
ぎ
ず
、
四
十
代
、

五
十
代
、
六
十
代
、
七
十
代
の
教
師
数
と
比
べ
て
も
少
な

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
宗
門
教
師
数
の
減
少
と
い
う
こ
と

も
今
後
大
き
な
問
題
と
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
数
の
減
少
と
い
う
問
題
と
合
わ
せ
て
考
え
な
け

令
和
四
年
度
事
業
報
告
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れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
子
弟
教
育
で
す
。
親
が
住
職
で
あ

っ
て
も
そ
の
子
供
が
出
家
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
御
降

誕
八
〇
〇
年
宗
門
子
弟
育
成
Ｐ
Ｔ
が
平
成
二
十
八
年
に
行

っ
た
「
宗
門
子
弟
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
に
よ
れ
ば
四
十
％
弱
の
寺
院
子
弟
が
寺
族
と
し
て
生

ま
れ
育
っ
た
こ
と
に
好
意
的
に
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
反
面
、
僧
侶
・
後
継
者
と
な
る
こ
と
を
望
む
者
は
二
十

％
強
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
す
べ

て
の
子
弟
の
答
え
で
は
な
い
に
せ
よ
、「
仏
飯
を
食
み
育

ん
で
い
た
だ
い
た
」
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
は
あ
り
な
が

ら
も
、
教
師
と
な
っ
て
寺
院
の
後
継
者
と
な
る
、
と
い
う

形
に
は
繋
が
り
に
く
い
一
面
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
寺
檀
そ
れ
ぞ
れ
の
後
継
者
の
減
少
、
消
滅
と
い
う
未

来
は
容
易
に
予
想
さ
れ
る
の
で
す
。

　

し
か
し
今
「
宗
門
再
生
」
が
田
中
恵
紳
宗
務
総
長
に
よ

っ
て
陳
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
言
葉
を
換
え
る
と

日
蓮
宗
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
こ
と
で
す
。「
現
状

の
ま
ま
で
予
測
さ
れ
る
未
来
」
で
は
な
く
私
た
ち
一
人
一

人
の
日
蓮
宗
僧
侶
に
と
っ
て
「
あ
る
べ
き
未
来
」
を
具
体

的
に
予
測
し
、
私
た
ち
に
と
っ
て
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

は
何
が
必
要
か
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
教

育
が
ど
の
よ
う
に
あ
れ
ば
、
法
華
経
信
仰
に
生
き
る
宗
祖

の
末
弟
と
し
て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ど
の
よ
う

な
教
育
を
受
け
れ
ば
、
信
仰
に
感
謝
し
、
幸
福
な
僧
侶
と

し
て
生
涯
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
こ
の
点
に
つ

い
て
、
あ
る
べ
き
未
来
絵
図
か
ら
現
在
を
見
直
し
、
日
蓮

宗
を
イ
ノ
ベ
ー
ト
す
る
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
は
特
別
講
演
と
し
て
「
株
式
会
社
み
ら
い
共
創
技

術
研
究
所
」
の
樋
口
邦
史
氏
よ
り
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

に
つ
い
て
の
ご
講
演
、
さ
ら
に
赤
堀
正
明
現
代
宗
教
研
究

所
長
よ
り
「
日
蓮
宗
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
基

調
講
演
を
い
た
だ
き
ま
す
。
午
後
は
四
つ
の
分
科
会
に
別

れ
、
座
長
と
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
提
起
者
の
も
と
会
議
を
行

い
ま
す
。

　

第
Ⅰ
分
科
会
「
教
化
学
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、

教
学
と
教
化
学
の
乖
離
、
教
学
の
な
い
教
化
、
教
化
を
想

定
し
な
い
教
学
、
教
学
と
現
場
の
教
化
・
布
教
を
折
り
合
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わ
せ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
試
み
が
必
要
か
、
議
論
し

ま
す
。

　

第
Ⅱ
分
科
会
「
宗
門
教
育
制
度
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

で
は
、
子
弟
教
育
に
つ
い
て
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
連
続

性
・
統
一
性
に
つ
い
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
生
涯
教
育
で

は
多
様
性
に
も
配
慮
し
つ
つ
検
討
し
ま
す
。

　

第
Ⅲ
分
科
会
「
宗
門
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」、
社
会
に
お
け
る
男
女
雇
用
機
会
均
等
と
同
様
に
、

宗
門
に
お
け
る
女
性
教
師
登
用
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
、

検
討
し
ま
す
。

　

第
Ⅳ
分
科
会
「
宗
門
運
動
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、
本

年
は
「
立
正
安
国
・
お
題
目
結
縁
運
動
」
が
終
了
し
、
次

の
宗
門
運
動
に
向
け
て
の
準
備
の
年
と
な
り
ま
す
。
こ
の

分
科
会
で
は
こ
れ
ま
で
の
宗
門
運
動
の
成
果
と
問
題
点
を

提
起
し
、
今
後
の
あ
る
べ
き
宗
門
運
動
に
つ
い
て
議
論
し

ま
す
。

開
催
方
式

①
特
別
講
演
「『
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
興
す
』
─
未
来
を

取
り
逃
が
す
な
─
」

　
　
　
　
　
　

�

樋
口
邦
史
（
株
式
会
社
み
ら
い
共
創
技
術

研
究
所
代
表
取
締
役
）

②
基
調
講
演
「
日
蓮
宗
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

　
　
　
　
　
　

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
長
）

③�

テ
ー
マ
に
関
連
し
た
分
科
会
を
設
置
、
そ
れ
ぞ
れ
座

長
・
問
題
提
起
者
を
設
け
会
議
を
行
う
。

④�

全
体
会
議
で
四
分
科
会
の
報
告
を
聞
き
、
テ
ー
マ
「
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
～
日
蓮
宗
を
未
来
か
ら
構
想
す
る
」
に

ま
と
め
た
。
当
日
の
発
表
及
び
各
分
科
会
の
内
容
は
、

『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
七
号
に
収
載
。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議

教
区
に
て
開
催
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
鑑

み
、
教
区
毎
に
検
討
さ
れ
た
開
催
方
式
を
了
と
し
た
。
日
時
・

テ
ー
マ
は
次
の
通
り
。

　
　

●
第
四
十
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
四
年
六
月
十
四
日

佐
賀
県　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
佐
賀
に
て
開
催　

テ　

ー　

マ
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
教
化
の
あ
り
方
」

基
調
講
演
①
「�

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
の
寺
院
運
営
─
問
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わ
れ
る
僧
侶
の
覚
悟
─
」

　
　
　
　
　
　

�

鵜
飼
秀
徳
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
良
い
お

寺
研
究
会
代
表
理
事
）

基
調
講
演
②
「�

僧
俗
一
体
で
危
機
対
応
～
コ
ロ
ナ
羅
患
で

わ
か
っ
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
必
要
性
～
」

　
　
　
　
　
　

�
小
林
信
翠
（
本
門
佛
立
宗
・
福
岡
県
光
薫

寺
住
職
）

質
疑
応
答

　
　

●
第
四
十
五
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
四
年
六
月
二
十
日
～
二
十
一
日

鳥
取
県　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ーBIGSH

IP

・

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

仏
教
界
に
お
け
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
の

必
要
性
と
期
待
さ
れ
る
効
果
を
考
え
る
」

基
調
講
演
「�

日
蓮
宗
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の

現
状
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
が
も
た
ら
す
新

し
い
教
師
の
姿
と
は
」　

　
　
　
　
　

丹
羽
宣
子
（
宗
教
社
会
学
者
）

四
分
散
会

全
体
会
議

　
　

●
第
五
十
二
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
四
年
六
月
二
十
四
日

奈
良
県　

ホ
テ
ル
日
航
奈
良
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

寺
と
法
と
お
金
～
信
心
と
経
営
の
中
道
と

は
？
～
」

基
調
講
演
「�

寺
と
法
と
お
金
～
信
心
と
経
営
の
中
道
と

は
？
～
」

　
　
　
　
　

�

勝　

桂
子
（
行
政
書
士
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
葬
祭
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

四
分
散
会

全
体
会
議

　
　

●
第
三
十
九
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
四
年
十
月
七
日

宮
城
県　

清
月
記
仙
台
新
寺
斎
場
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「
寺
院
の
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
」

基
調
講
演
「
寺
院
の
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
」

　
　
　
　
　

�

菅
野
龍
清
（
東
京
都
浄
延
院
住
職
・
元
宗
立

谷
中
学
寮
寮
監
）



188

三
分
散
会

　
　

●
第
三
十
八
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
四
年
十
月
十
八
日

石
川
県　

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
金
沢
に
て
開
催

テ　

ー　

マ
「�

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
布
教
法
～
新
し
い
価

値
観
に
ど
う
対
応
す
る
か
～
」

基
調
講
演
①
「�
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
宗
教
活
動
と
今
後
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
環
境
認
識
を
共
有
し

た
上
で
、�
宗
教
家
と
し
て
の
存
在
と
は
何

か
を
一
緒
に
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　

�

塚
嵜
智
志
（
野
村
證
券
（
株
）
金
融
公
共

共
益
法
人
部�

法
人
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
課
）

基
調
講
演
②
「�

変
わ
る
価
値
観
と
布
教
の
手
段
と
、
日
蓮

宗
僧
侶
の
普
遍
的
な
目
的
」

　
　
　
　
　
　

久
住
謙
昭
（
神
奈
川
県
妙
法
寺
住
職
）

六
分
散
会

全
体
会
議

　
　

●
第
四
十
四
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
四
年
十
月
二
十
五
日

岐
阜
県��

岐
阜
商
工
会
議
所
に
て
開
催

テ 

ー 

マ
「�

多
様
化
す
る
現
代
の
中
で
～
仏
教
が
直
面
す

る
諸
問
題
を
考
え
る
～
」

基
調
講
演
「�

あ
な
た
な
ら
ど
う
す
る
？
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・

マ
ネ
ー
・
監
視
問
題
等
仏
教
が
直
面
す
る
諸

問
題
を
考
え
る
」

　
　
　
　
　

�

鵜
飼
秀
徳
（
良
い
お
寺
研
究
会
代
表
理
事
、

浄
土
宗
正
覚
寺
住
職
）

三
分
散
会

全
体
会
議

　
　

●
第
四
十
七
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
五
年
二
月
二
十
日

東
京
都
東
部　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
東
京
駅
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催

テ　

ー　

マ
「�

今
こ
そ
葬
式
仏
教
を
極
め
る
～
コ
ロ
ナ
禍

を
経
て
、
今
一
度
、
我
々
が
で
き
る
こ
と

を
考
え
る
～
」

基
調
講
演
①
「�

死
と
向
き
合
う
宗
教
と
し
て
の
葬
式
仏
教

─
葬
式
仏
教
か
ら
仏
教
が
復
興
す
る
─
」
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�

薄
井
秀
夫
（
株
式
会
社
寺
院
デ
ザ
イ
ン
代

表
取
締
役
）

基
調
講
演
②
「
葬
式
仏
教
正
当
論
」�����　

�　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

鈴
木
隆
泰
（
東
京
都
善
應
院
住
職
）

分
散
会

全
体
会
議

　
　

●
第
三
十
九
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
五
年
二
月
二
十
日

千
葉
県
西
部　

サ
ン
ラ
イ
ズ
九
十
九
里
に
て
開
催

テ　

ー　

マ
「�

そ
の
時
ま
で
、
ど
う
備
え
る
か
～
い
ま
改

め
て
考
え
る
災
害
時
の
寺
院
の
対
応
～
」

基
調
講
演
①
「�

地
域
に
生
き
る
寺
院
の
災
害
時
対
応
と
備

え
」

　
　
　
　
　
　

稲
場
圭
信
（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）

基
調
講
演
②
「�

災
害
時
に
お
寺
・
僧
侶
と
し
て
求
め
ら
れ

た
こ
と
、
そ
し
て
災
害
へ
の
備
え
」

　
　
　
　
　
　

�

谷
川
海
明
（
宮
城
県
法
音
寺
副
住
職
・
石

巻
復
興
支
援
会
代
表
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

●
第
四
十
六
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
五
年
二
月
二
十
日

静
岡
県
東
部　

W
eb

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催

テ　

ー　

マ
「
お
寺
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」

基
調
講
演
①
「�

地
獄
の
Ｖ
Ｒ
体
験
会
を
通
じ
て
、
今
後
の

布
教
に
つ
い
て
考
え
る
」

　
　
　
　
　
　

久
住
謙
昭
（
神
奈
川
県
妙
法
寺
住
職
）

基
調
講
演
②
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
つ
な
が
る
お
題
目
の
輪
」

　
　
　
　
　
　

永
田
智
瑛
（
愛
知
県
本
住
寺
副
住
職
）

基
調
講
演
③
「�

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
、
ま
た
来
て
も
ら
え
る

お
寺
に
」

　
　
　
　
　
　

海
野
高
敬
（
東
京
都
法
輪
寺
住
職
）

　
　

●
第
二
十
九
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
五
年
三
月
十
日　

栃
木
県　

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

に
て
開
催　

テ 

ー 

マ
「�

仏
教
界
危
機
の
近
代
史
～
先
師
か
ら
学
ぶ
教

化
～
」

基
調
講
演
「
仏
教
界
危
機
の
近
代
史
」

　
　
　
　
　

�
安
中
尚
史
（
立
正
大
学
仏
教
学
部
長
・
千
葉



190

県
高
圓
寺
住
職
）

全
体
会
議
（
質
疑
応
答
）

【
３
】
研
究
集
会

　
　

●
福
島
県
教
化
学
研
究
集
会

令
和
四
年
十
一
月
九
日

福
島
県　

福
島
県
法
現
寺
に
て
開
催

基
調
講
演
①
「�
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ　

相
手
の
あ
り
の
ま
ま
の
性

を
理
解
す
る
」

　
　
　
　
　
　

永
瀬
大
紀
（
に
じ
っ
ぺ
茨
城
代
表
）

基
調
講
演
②
「�

宗
門
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
考
え

る
」

　
　
　
　
　
　

中
井
本
蓉
（
栃
木
県
正
法
寺
修
徒
）

二
分
散
会

【
４
】
連
絡
会
議

　
　

●
教
区
教
化
研
究
会
議
連
絡
会
議

令
和
四
年
五
月
十
七
日

W
eb

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催

内　

容　

�

①
教
区
教
研
運
営
の
件�

②
助
成
金
の
件�

③
中

央
教
研
の
件�

④
そ
の
他

　
　

●
教
化
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議

令
和
四
年
五
月
十
八
日

W
eb

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催　
　
　

内　

容　

�

①
各
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告
・
活
動
計
画
の
件　

②
助
成
金
の
件　

③
中
央
教
化
研
究
会
議
の
件　

④
そ
の
他

２
、
研
究
・
調
査
活
動

【
１
】�

下
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

研
究
・
調
査
を
進
め
た
。

●�

教
研
会
議
Ｐ
Ｔ�

（
村
上
慧
香
・
中
井
本
蓉
・
水
谷
進
良
各

研
究
員
、
加
藤
彰
晃
・
石
原
顕
正
・
河
﨑
俊
宏
・
柴
田
章

延
各
嘱
託
）

●�

発
表
大
会
Ｐ
Ｔ
（
古
河
良
啓
・
中
井
本
蓉
・
水
谷
進
良
・

森
下
恵
王
各
研
究
員
、
岡
田
文
弘
特
別
研
究
員
、
横
山
正

見
嘱
託
）

●
年
次
年
表
作
成
会
議
（
小
髙
絢
華
研
究
員
、
坂
輪
宣
政
嘱

託
、
望
月
康
寿
・
山
口
功
倫
・
鈴
木
宏
彰
）

●
現
代
教
化
シ
リ
ー
ズ
作
成
Ｐ
Ｔ�

（
古
河
良
啓
・
内
藤
善
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之
・
中
村
宣
悠
各
研
究
員
、
鈴
木
隆
泰
特
別
研
究
員
、
蓑

輪
顕
量
顧
問
）

●
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
Ｐ
Ｔ

（
菊
岡
妙
光
・
吉
木
祥
介
・
齋
藤
宣
裕
・
本
間
文
裕
各
研
究

員
、
星
光
照
）

●
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
Ｐ
Ｔ

（
森
下
恵
王
研
究
員
、
成
田
東
吾
嘱
託
、
三
井
妙
真
・
丹
羽

宣
子
）

●
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
中
村
龍
央
・
成
田
東
吾
各
嘱
託
）

●
寺
院
環
境
調
査
Ｐ
Ｔ

（
小
髙
絢
華
・
藤
﨑
善
隆
・
松
井
大
宗
・
髙
野
光
拡
・
齋
藤

宣
裕
各
研
究
員
、
中
條
曉
仁
特
別
研
究
員
）

●
法
華
経
版
経
Ｐ
Ｔ

（
古
河
良
啓
・
藤
﨑
善
隆
・
内
藤
善
之
・
庵
谷
行
遠
・
水
谷

進
良
各
研
究
員
、
坂
輪
宣
政
・
灘
上
智
生
各
嘱
託
、
市
川

智
啓
、
岩
田
親
靜
）

●
研
究
例
会

（
小
髙
絢
華
・
古
河
良
啓
・
村
上
慧
香
・
中
井
本
蓉
・
藤
﨑

善
隆
・
内
藤
善
之
・
松
井
大
宗
・
庵
谷
行
遠
・
水
谷
進

良
・
菊
岡
妙
光
・
吉
木
祥
介
・
髙
野
光
拡
・
森
下
恵
王
・

齋
藤
宣
裕
・
中
村
宣
悠
・
本
間
文
裕
各
研
究
員
、
鈴
木
隆

泰
・
中
條
曉
仁
・
櫻
井
義
秀
・
間
宮
啓
壬
・
岡
田
文
弘
・

伊
藤
瑞
康
各
特
別
研
究
員
）

●
嘱
託
例
会

（
及
川
一
晋
・
坂
輪
宣
政
・
灘
上
智
生
・
横
山
正
見
・
中
島

信
吾
・
加
藤
彰
晃
・
山
内
寛
久
・
石
原
顕
正
・
河
﨑
俊

宏
・
中
村
龍
央
・
福
島
正
堯
・
柴
田
章
延
・
都
泰
雄
・
成

田
東
吾
・
原
一
彰
各
嘱
託
）

●
顧
問
会

（
古
河
良
晧
・
蓑
輪
顕
量
・
北
山
孝
治
・
三
原
正
資
各
顧

問
）

【
２
】
第
二
十
三
回
日
蓮
宗
教
化
学
研
究
発
表
大
会

令
和
四
年
十
一
月
二
十
五
日

W
eb�

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
開
催

　
　

研
究
発
表

「�
今
、『
上
人
首
相
』
石
橋
湛
山
の
生
き
方
を
考
え
る
」

�
三
原
正
資
（
広
島
県
妙
長
寺
住
職
・
現
宗
研
顧
問
）
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「
令
和
三
年
度　

女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
中
間
報
告
」�

�

森
下
恵
王
（
宮
崎
県
立
正
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

「�
木
剣
起
源
の
一
試
論
―
七
面
大
明
神
と
の
関
係
に
つ
い

て
」�

玉
木
晃
仁
（
山
形
県
日
朝
寺
住
職
）

「
霊
感
と
感
応
道
交
に
つ
い
て
敏
感
に
な
ろ
う
」

�

森
下
龍
浄
（
長
崎
県
日
誠
寺
住
職
）

「
鬼
子
母
神
の
語
ら
れ
な
か
っ
た
物
語
」

�

中
井
本
蓉
（
栃
木
県
正
法
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

「
創
価
学
会
に
お
け
る
教
義
条
項
の
改
正
に
つ
い
て
」

�

水
谷
進
良
（
大
阪
府
新
福
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
破
壊
的
カ
ル
ト
教
団
を
め
ぐ
っ
て
」

［
パ
ネ
リ
ス
ト
］

　

楠
山
泰
道
（
神
奈
川
県
大
明
寺
住
職
・
脱
カ
ル
ト
協
会
顧
問
）

服
部
功
志
（
神
奈
川
県
常
立
寺
修
徒
・
弁
護
士
）

櫻
井
義
秀
（�

北
海
道
大
学
大
学
院
教
授
・
脱
カ
ル
ト
協
会

顧
問
）

水
谷
進
良
（
大
阪
府
新
福
寺
修
徒
・
現
宗
研
研
究
員
）

赤
堀
正
明
（
千
葉
県
常
不
軽
寺
住
職
・
現
宗
研
所
長
）

［
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
］

菅
野
龍
清
（
東
京
都
浄
延
院
住
職
・
現
宗
研
主
任
）

当
日
の
発
表
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
は
、

『
教
化
学
研
究
』
第
十
四
号
に
収
載
。

【
３
】
研
究
例
会

●
研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
・
調
査
を
行
い
、

研
究
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通
り
。

○
「�「
理
想
の
教
師
像
」
と
「
非
認
知
能
力
」
の
関
連
に
つ

い
て
の
一
考
察
」�

髙
野
光
拡

○
「�

令
和
三
年
度
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
中
間
報
告
」

�

森
下
恵
王

○
「�

私
に
と
っ
て
〈
私
た
ち
の
パ
ー
パ
ス
〉
と
は
何
か
」

�

中
井
本
蓉

○
「『
法
華
経
』
の
読
み
に
つ
い
て
の
一
考
察
」�

庵
谷
行
遠

○
「
日
蓮
宗
法
衣
に
つ
い
て
」�

藤
﨑
善
隆

○
「
小
樽
問
答
の
再
確
認
」�

水
谷
進
良

○
「
日
蓮
宗
寺
院
に
お
け
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
状
況
の
調
査
」�

�

松
井
大
宗



令和四年度日蓮宗現代宗教研究所彙報

193

○
「�

日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
き
た
「
帰
米
二
世
」
た

ち
」�

村
上
慧
香

○
「
中
央
ア
ジ
ア
の
遺
跡
と
ロ
シ
ア
の
関
係
」�

内
藤
善
之

○
「
戦
国
期
に
お
け
る
宗
教
一
揆
の
研
究
」�

齋
藤
宣
裕

○
「�

宗
学
論
の
一
考
察
─
さ
ら
に
「
宗
学
」
の
語
を
巡
る

─
」�

古
河
良
啓

○
「
臨
床
宗
教
師
構
想　

発
足
の
背
景
」�

吉
木
祥
介

○
「�

日
蓮
聖
人
教
学
に
お
け
る
一
念
三
千
の
事
・
理
─
教
学

と
教
化
を
め
ぐ
る
一
試
論
─
」�

中
村
宣
悠

○
「
信
行
道
場
の
教
育
に
つ
い
て
」�

本
間
文
裕

○
「�

古
代
イ
ン
ド
か
ら
見
た
妙
法
蓮
華
経
随
喜
功
徳
品
第
十

八
の
考
察
」�
菊
岡
妙
光

○
「�

参
詣
を
軸
と
す
る
寺
院
興
隆
の
可
能
性
─
宗
教
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
視
点
か
ら
─
」�

小
髙
絢
華

【
４
】
嘱
託
例
会

●
嘱
託
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
・
調
査
を
行
い
、

研
究
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は
次
の
通
り
。

○
「
丸
山
照
雄
の
行
動
と
思
想
（
後
編
）」�

柴
田
章
延

○
「�

教
学
へ
の
沈
潜
は
教
化
へ
向
か
い
う
る
の
か
─
教
学
と

教
化
学
の
一
体
化
を
目
指
し
て
」�

山
内
寛
久

【
５
】
現
地
調
査

●
八
月
三
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
に
於
い
て
、
浄
土
宗
総
合
研

究
所
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

●
九
月
二
十
七
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
に
於
い
て
、
佛
立
研
究

所
交
流
勉
強
会
を
行
っ
た
。

●
十
一
月
八
日
、
東
京
都
佛
光
山
寺
に
於
い
て
、
聞
き
取
り

調
査
を
行
っ
た
。

●
十
一
月
十
七
日
、
埼
玉
県
終
末
期
専
用
賃
貸
住
宅
は
な
み

ず
き
の
家
に
於
い
て
、
在
宅
型
ホ
ス
ピ
ス
調
査
を
行
っ
た
。

●
十
一
月
二
十
八
日
、
埼
玉
県
終
末
期
専
用
賃
貸
住
宅
は
な

み
ず
き
の
家
に
於
い
て
、
在
宅
型
ホ
ス
ピ
ス
調
査
を
行
っ

た
。

●
十
一
月
二
十
九
～
三
十
日
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
於
い
て
、

佛
立
研
究
所
合
同
調
査
を
行
っ
た
。

●
令
和
五
年
二
月
二
十
一
～
二
十
二
日
、
山
梨
県
身
延
町
に

於
い
て
、
佛
立
研
究
所
合
同
調
査
を
行
っ
た
。
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３
、
出
版
・
資
料
収
集

【
１
】『
現
代
宗
教
研
究
』
第
五
十
七
号
を
編
集
し
、
発
行
し
た
。

【
２
】�
教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
『
令

和
三
年
日
蓮
宗
年
表
』
を
作
成
し
、
配
布
し
た
。

【
３
】�『
現
代
宗
教
研
究
』
別
冊
と
し
て
、『
教
化
学
研
究
』
第
十

四
号
を
編
集
し
、
発
行
し
た
。

【
４
】�

現
代
教
化
シ
リ
ー
ズ
三
『GRA

N
T
H
A

』
を
編
集
し
、

発
行
し
た
。

【
５
】�『
令
和
三
年
度　

女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
』

を
編
集
し
、
発
行
予
定
。

【
６
】
新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
７
】
各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

【
８
】
伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

【
９
】�

今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
の
た
め

の
蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。

４
、
研
究
交
流
・
会
議

●
四
月
十
三
日
、
北
山
本
門
寺
に
て
「
ご
霊
宝
お
風
入
れ
」
に

出
席
。

●
五
月
十
五
日
、
東
北
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。

●
六
月
十
二
日
、
東
北
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。

●
六
月
十
四
日
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
て
「
フ
ュ
ー
ネ
ラ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
二
〇
二
二
」
に
出
席
。

●
六
月
二
十
日
、
日
本
橋
Ｔ
Ｓ
ビ
ル
に
て
「
ペ
ッ
ト
の
旅
立
ち

説
明
会
」
に
出
席
。　

●
六
月
二
十
八
日
、Y

ouT
ube

ラ
イ
ブ
配
信
に
て
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
仏
教
×
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
に

出
席
。

●
七
月
二
日
、
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
連
続
公

開
講
座
「
仏
教
に
お
け
る
女
性　

女
性
と
修
行
」
に
出
席
。

●
七
月
十
七
日
、
東
北
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。

●
八
月
四
日
、
仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
に
て
「
葬
式
仏
教
価
値
向

上
委
員
会
第
三
十
回
研
究
会
」
に
出
席
。

●
八
月
二
十
二
日
、
東
北
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
養
成
講

座
」
に
出
席
。
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●
八
月
三
十
一
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て
「
第
八
回
エ
ン

デ
ィ
ン
グ
産
業
展
」
に
出
席
。

●
九
月
三
～
四
日
、W

eb�

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
「
日
本

印
度
学
仏
教
学
会
第
七
十
三
回
学
術
大
会
」
に
出
席
。

●
九
月
十
日
、W

eb�

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
「
第
二
十
九

回
Ｂ
Ｄ
Ｋ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

人
は
人
を
救
え
る
の
か
」
に
出

席
。

●
九
月
十
一
日
、W

eb�
会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
「
日
本
宗

教
学
会
第
八
十
一
回
学
術
大
会
」
に
出
席
。

●
九
月
十
五
日
、
日
蓮
宗
宗
務
院
及
びW

eb

会
議
サ
ー
ビ
ス

Zoom

に
て
立
正
平
和
の
会
講
演
会
「
ひ
と
り
の
日
蓮
宗
僧

侶
が
見
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
に
出
席
。

●
九
月
二
十
三
日
、
東
北
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。

●
九
月
二
十
八
日
、W

eb�

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
「
日
本

「
祈
り
と
救
い
と
こ
こ
ろ
」
学
会
第
七
回
学
術
研
究
大
会
プ

レ
講
演
会
」
に
出
席
。

●
九
月
二
十
九
日
、W

eb�

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
「
関
東

臨
床
宗
教
師
会
Ｆ
Ｕ
研
修
」
に
出
席
。

●
十
月
一
日
、W

eb�

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
「
龍
谷
大
学

連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

性
な
る
仏
教
」
に
出
席
。

●
十
月
十
三
日
、
立
正
大
学
品
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
令
和
四

年
度
立
正
大
学
仏
教
学
部　

仏
教
文
化
講
座　

未
来
へ
つ
な

ぐ
法
華
経
の
世
界
」
に
出
席
。

●
十
月
十
三
日
、
立
正
大
学
石
橋
湛
山
記
念
講
堂
に
て
「
立
正

大
学
学
園
開
校
一
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

石
橋
湛

山
と
建
学
の
精
神
」
に
出
席
。

●
十
月
十
七
日
、
港
区
増
上
寺
に
て
「
教
団
付
置
研
究
所
懇
話

会
第
二
十
回
年
次
大
会
」
に
出
席
。

●
十
一
月
十
二
日
、W

eb�

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
「
龍
谷

大
学
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

性
な
る
仏
教
」
に
出
席
。

●
十
一
月
十
八
日
、W

eb�

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
全
日
本

仏
教
会
「
第
三
十
五
期
第
二
回　

社
会
・
人
権
審
議
会
」
に

出
席
。

●
十
一
月
二
十
日
、
東
北
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。

●
十
二
月
三
日
、
武
蔵
野
大
学
武
蔵
野
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
連
続

公
開
講
座
「
律
蔵
に
お
け
え
る
女
性
」
に
出
席
。
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●
十
二
月
十
日
、W

eb�

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
「
龍
谷
大

学
連
続
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

性
な
る
仏
教
」
に
出
席
。

●
十
二
月
十
一
日
、
東
北
大
学
に
て
「
臨
床
宗
教
師
指
導
者
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
出
席
。

●
十
二
月
二
十
日
、W

eb�

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
「
立
正

大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
第
六
十
二
回
仏
教
講
座
」
に
出
席
。

●
十
二
月
二
十
日
、W

eb�
会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
「
全
日

本
仏
教
会　

加
盟
団
体
説
明
会
（
法
人
等
に
よ
る
寄
附
の
不

当
な
勧
誘
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て
）」
に
出
席
。

●
令
和
五
年
一
月
十
七
日
、
大
本
東
京
本
部
・
東
京
宣
教
セ
ン

タ
ー
に
て
「
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会　

宗
教
間
対
話
部

会
」
に
出
席
。

●
令
和
五
年
一
月
二
十
日
、
港
区
増
上
寺
に
て
「
法
人
等
に
よ

る
寄
附
の
不
当
な
勧
誘
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に
つ
い
て

の
説
明
会
」
に
参
加

●
令
和
五
年
二
月
十
三
日
、
港
区
増
上
寺
に
て
「
第
四
十
五
回

浄
土
宗
総
合
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

岐
路
に
立
つ
、

こ
れ
か
ら
の
「
お
葬
式
」」
に
出
席
。

●
令
和
五
年
二
月
十
五
日
、
港
区
増
上
寺
に
て
「
顧
問
弁
護
士

連
絡
会
」
に
出
席
。

●
令
和
五
年
二
月
十
八
日
、W

eb�

会
議
サ
ー
ビ
スZoom

に
て
、

「
国
際
宗
教
研
究
所
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

苦
難
に
立
ち
向

か
い
、
弱
者
に
寄
り
添
う
宗
教
者
」
に
出
席
。

●
令
和
五
年
二
月
二
十
七
日
、
大
本
東
京
本
部
・
東
京
宣
教
セ

ン
タ
ー
に
て
「
教
団
付
置
研
究
懇
話
会　

宗
教
間
対
話
部

会
」
に
出
席
。

●
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
、
新
宿
区
常
圓
寺
に
て
「
東
京
都

西
部
教
師
研
修
会
」
に
出
席
。

●
令
和
五
年
三
月
十
六
日
、
池
上
朗
峰
会
館
に
て
「
京
浜
教
区

教
師
研
修
会
「
現
今
の
宗
教
問
題
、
危
機
管
理
を
考
え
る
」」

に
出
席
。

●
臨
床
仏
教
師
、
認
定
臨
床
宗
教
師
の
資
格
取
得
に
対
す
る
助

成
を
行
っ
た
。

５
、
講
演

【
１
】
第
五
十
九
回
布
教
研
修
所

令
和
四
年
六
月
十
日　

松
戸
市
本
土
寺
に
て
開
催

�
赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）
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【
２
】
第
五
十
九
回
布
教
研
修
所

令
和
四
年
六
月
十
七
日　

松
戸
市
本
土
寺
に
て
開
催

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

【
３
】
第
五
十
九
回
布
教
研
修
所

令
和
四
年
六
月
三
十
日　

松
戸
市
本
土
寺
に
て
開
催

�
菅
野
龍
清
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）

【
４
】
第
四
十
三
回
千
葉
県
北
部
布
教
講
習
会

令
和
四
年
七
月
六
日　

柏
市
妙
照
寺
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
～
日
蓮
聖
人
の
御
遺
文
か
ら

読
み
解
く
～
」�赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

【
５
】
岡
山
県
夏
期
講
習
会

令
和
四
年
七
月
七
日　

岡
山
市
妙
林
寺
に
て
開
催

基
調
講
演
「
新
宗
教
の
時
代
は
終
わ
っ
た
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

【
６
】
第
三
期
信
行
道
場

令
和
四
年
八
月
三
十
日　

信
行
道
場
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
我
々
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
我
々
は
何
者
か
我
々

は
ど
こ
へ
行
く
の
か
─
死
後
の
世
界
─
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）

【
７
】
第
三
十
九
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

令
和
四
年
十
月
七
日　

宮
城
県　

清
月
記
仙
台
新
寺
斎
場
に
て

開
催テ 

ー 

マ
「
寺
院
の
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
」

基
調
講
演
「�

寺
院
の
後
継
者
問
題
に
つ
い
て
」

�

菅
野
龍
清
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）

【
８
】
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
第
二
十
回
年
次
大
会

令
和
四
年
十
月
十
七
日　

港
区
増
上
寺
に
て
開
催

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「�

こ
れ
か
ら
の
社
会
と
宗
教
─
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
潮
流
の
中
で
─
」

　
　

テ
ー
マ
「�

日
蓮
宗
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
に

つ
い
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　

菅
野
龍
清
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
主
任
）

【
９
】
熊
本
管
区
教
師
研
修
会

令
和
四
年
十
二
月
五
日　

ザ
・
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
熊
本
に
て
開
催

　
　

テ
ー
マ
「
旧
統
一
教
会
と
は
」

�

赤
堀
正
明
（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
所
長
）




